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1. 研究課題名  

有機農業実施者の熟達化プロセスに関する研究 

 

2. 研究の実施体制  

研究責任者（所属・職名・氏名） 

放送大学大学院人間発達科学プログラム・修士課程・中川祥治 

 

研究分担者（所属・職名・氏名） 

なし 

 

研究指導担当教員（所属・職名・氏名） 

放送大学大学院人間発達科学プログラム・教授・高橋秀明 

 

3. 研究の目的及び意義（研究の背景に関する説明も含む） 

人の技能の熟達化については、楽器演奏、チェスおよびスポーツなどにおける心的イメージと努力 1)、

対人サービス職における共通経験 2)、さらにホワイトカラーにおける実践知 3)の重要性がそれぞれ指摘さ

れている。一方、自然を相手とした職業についての学術的な知見はほとんど蓄積されておらず 4)、その代

表格である農業については、実感と経験 5)および情愛と無意識 6)の重要性を指摘した学術論文や実践家の

やや哲学的な内容の論考 7,8)があるのみである。そこで本研究では、農業の中でも特に高度な技能が求め

られる有機農業に注目し、その技能の熟達化のプロセスを明らかにすることを試みる。研究は日本の代表

的な有機農業団体のひとつである一般社団法人 MOA 自然農法文化事業団の生産者会員（農家）やその

サポートをしている普及員を対象とした事前調査、主調査および補足調査の 3 つから構成される。すな

わち、事前調査では熟達農家の特徴を普及員から聞き取る自由回答式ウェブ質問紙調査を行い、主調査で

は予備調査の結果を参考とした農家の熟達化プロセスに関する半構造化面接を数名のモデル農家を対象

として行い、補足調査では主調査で得られた熟達化プロセスがその他の多数の農家にどの程度あてはま

るのかについての選択式質問紙調査を行う。国連サミットで SDGs（持続可能な開発目標）が採択され、

我が国でみどりの食料システム戦略推進法が成立したという社会的背景を考慮すると、本研究の意義は

今後益々大きくなるものと思われる。 

 

4. 研究の方法及び期間  

実験・調査の方法あるいはデータ収集の方法 

◎事前調査 

 全国の生産者会員（農家）のサポートをしている普及員 30 名および当該業務経験者数名を対象に無記

名自記式ウェブ質問紙調査を行う。調査では各人が感じている熟達した生産者会員（農家）の特徴につい
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て、自由回答欄に箇条書きで記入してもらう。各人への協力要請はメールで行い、質問および回答は

Google フォームを用いる。 

◎主調査 

 一般社団法人 MOA 自然農法文化事業団から、元々は慣行（一般）農業を行っていた有機農業の熟達者

を推薦してもらい、その方々に叡知スクリーニングテストを受けていただいて、高得点者 4±1 名を調査

対象者とする。熟達者の栽培品目（水稲、畑作物、野菜作物、果樹、など）は問わない。半構造化面接は

当人の希望する場所に研究責任者が出向いて 1 回 1 時間程度行う。面接における発話は IC レコーダーで

記録する。面接は 1 名の熟達者につき約 1 か月間隔で 3 回行う。 

◎補足調査 

 全国の生産者会員（農家）1359 名のうち、有機農業を実践している人注）500 名を無作為抽出して対象

者とし、郵送で質問紙調査を行う。回答は選択式のみとする。質問には叡智知識尺度 （WKS）も含まれ

る。 

注）一般社団法人 MOA 自然農法文化事業団の生産者会員には、植物質資材のみを使用する『MOA 自然

農法プラチナ』、有機 JAS に準じた資材も使用する『MOA 自然農法』および化学合成農薬を制限的に使

用する『MOA 特別栽培』の 3 区分の実施者が存在する。これらのうち、前 2 者がいわゆる『有機農業』

に該当する。 

 

研究デザイン 

◎事前調査：調査研究デザイン 

◎主調査：質的研究デザイン 

◎補足調査：調査研究デザイン 

 

実験・実査のスケジュール 

◎事前調査 

2022 年 8 月中旬に一般社団法人 MOA 自然農法文化事業団の普及員に回答サイトの URL および QR

コードを記した研究説明書を調査協力依頼メールに添付して全対象者に発信する。その後同年同月末を

提出期限として回答を回収する。 

◎主調査 

 2022 年 10 月下旬までに 4±1 名の調査対象者を決定し、日程調整ののちに 2022 年 12 月～2023 年 2

月にかけて各対象者に 3 回の面接を行う。 

◎補足調査 

2023 年 5 月上旬に一般社団法人 MOA 自然農法文化事業団から有機農業実践者（『MOA 自然農法プラ

チナ』＋『MOA 自然農法』）の個人情報を伴ったリストを提供してもらい、500 名を無作為抽出して同

年 5 月下旬に調査説明書と質問紙を郵送配布し、同年 6 月下旬までに郵送回収を行う。 

 

研究開始時期および終了期限（分析、執筆、公表作業の終了時期を含む） 

研究倫理委員会承認後～2025 年 3 月末日 
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研究中止基準 

 特になし。 

 

測定項目・データ収集項目・評価項目 

（調査票やインタビューガイド等を添付している場合は資料番号を付し、記載の後に「資料 X参照」などと記載すること。） 

◎事前調査 

 普及員自身が業務を行う中でこれまで感じた有機農業熟達農家の特徴を Google フォームのサイト上

で回答してもらう。回答者の属性として、性別、年齢、普及員としての経験年数が想定される。 

◎主調査 

 半構造化面接を 1 名の対象者につき 3 回行う。1 回目の内容は次の通りである。慣行農業（一般農業）

を実施していたころから現在までの間、有機農業の熟達に影響した分岐点となりえるエピソード（出来

事）について挙げてもらう。次いで、その中で、1 番影響したと感じているエピソードを定めてもらい、

そのエピソードにおける気づき、判断、行動の変化、そして関係する社会的背景などについて聞き取る。

これを、影響の大きかった順に 6 番目くらいまで繰り返す。この際、事前調査から得られたキーワード

を参考にした質問も組み入れて、重要なエピソードの聞き漏らしがないようにする。最後に、話してもら

ったエピソードを古い順から並べる。2 回目は 1 回目の聞き取り内容を解析して作成した図面（TEM 図）

9,10)について確認および修正点を指摘してもらい、3 回目は完成した図面（TEM 図）の確認と叡智知識尺

度 （WKS）11)への回答を求める。1 回目のみインタビューガイドを使用する。 

◎補足調査：調査研究デザイン 

 主調査の半構造化面接において見出された数々の分岐点について経験したか否かについて回答しても

らう。併せて叡智知識尺度 （WKS）にも回答してもらう。属性としては、性別、年齢、有機農業実施年

数および栽培品目を想定している。これらすべての項目をひとつの質問紙にまとめる。 

 

分析方法 

◎事前調査 

Google フォームの回答を計量テキスト（テキストマイニング）分析ソフトである KH Coder に取り込

み、形態素に分割された各語の出現頻度を算出すると共に、文単位で Jaccard 係数を算出した語の共起ネ

ットワーク図を描画して、特徴となる語および語と語の関連を見出す。 

◎主調査 

IC レコーダーの音声を書き起こし、作成したトランスクリプトを分析対象とする。方法は、TEA（複

線経路等至性アプローチ）の手法に則り 12-14)、有機農業の熟達という等至点に至るプロセスを明らかに

する。叡智知識尺度 （WKS）は面接した対象者の得点がどの程度かを確認するために用いる。 

◎補足調査 

 返送されてきた質問紙からエクセルに入力したデータを分析対象とする。主調査から得られたプロセ

スの各分岐点について、それぞれどの程度の生産者会員（農家）が経験しているのか、また、分岐と叡智

知識尺度 （WKS）得点との関係について検討する。分析は統計ソフト IBM SPSS statistics 28 により行

う。また、分岐と分岐の因果関係を求める必要が出てきた場合は、統計ソフト R を用いてアソシエーシ

ョン分析を行うことも考えられる。 
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5. 研究対象者の選定方針  

研究対象者の選定基準・除外基準について 

◎事前調査 

一般社団法人 MOA 自然農法文化事業団の普及員のうち、現場を担当している人およびその経験者。 

◎主調査 

 ①昔は慣行農業（農薬や化学肥料を使う普通の農業）を実践していたこと、②10 年以上いわゆる『有

機農業』に相当する『MOA 自然農法プラチナ』および『MOA 自然農法』の実践経験があること、③出

荷していること、④圃場系外からの資材の持ち込みが多くないこと、⑤一定の収量および品質を維持して

いること、といった条件を持たした上で、普及員が熟達者と認める生産者会員（農家）が考えられる。こ

れらのほか、事前調査から得られた知見も加える。なお、性別、栽培品目および専業か兼業かは問わない。 

◎補足調査 

 一般社団法人 MOA 自然農法文化事業団の生産者会員（農家）の中から、いわゆる『有機農業』に相当

する『MOA 自然農法プラチナ』および『MOA 自然農法』を実践している会員を選定する。 

 

予定研究対象者数及びその設定根拠 

◎事前調査 

 現場を担当している全国の普及員 30 名に加えて経験者数名。 

◎主調査 

 TEA（複線経路等至性アプローチ）では次のような目安が示されている 11)。 

・1 事例：個人の経路の深みを探ることができる。 

・4±1事例：経験の多様さを描くことができる。 

・9±2事例：経路の類型を把握することができる。 

本研究では、後の補足調査によりどの程度の生産者がどの程度主調査で得られた分岐を経験している

かについて知見を得るところまで追究することから、経験の多様さが描ける 4±1 名とした。 

◎補足調査 

いわゆる『有機農業』に相当する『MOA 自然農法プラチナ』および『MOA 自然農法』を実践してい

る生産者会員（農家）500 名。 

 

6. 研究の科学的合理性の根拠  

 本研究の柱である主調査は熟達のプロセスを明らかにすることが目的であるので、質的研究法の中で

もプロセスの解析に特化している TEA（複線経路等至性アプローチ）を用いることが適当と思われる。

また、事前調査と補足調査は主調査の質を高めるものとして有用であると考える。修士論文の研究である

ことから、研究指導教員と研究実施者（修士課程院生）から成る研究体制は研究実施において適切であ

り、定められた期間内に研究成果を挙げることができる。 
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7. インフォームド・コンセントを受ける手続き等  

（説明文書、同意書等を添付している場合は資料番号を付し、説明の後に「資料 X 参照」などと記載すること） 

◎事前調査 

事前調査は一般社団法人 MOA 自然農法文化事業団の普及員および普及員経験のある職員を対象とす

るため、次の二方への説明を行い、同意を得る。 

・一般社団法人 MOA 自然農法文化事業団に対して 

当該事業団の事務所を訪問し、文書および口頭にて研究の説明を行い、研究協力（普及員および職員の

メールアドレス情報開示）への同意を得る。具体的には、研究説明書ならびに同意書を提示し、協力に同

意する場合には、同意書に署名をいただく。 

・一般社団法人 MOA 自然農法文化事業団の普及員および普及員経験のある職員に対して 

メールに添付した調査説明書によって説明を行う。調査説明書に調査の趣旨と倫理的配慮を記述し提

示する。ウェブによる無記名自記式調査につき同意書への署名は不要とする。 

◎主調査 

主調査は、一般社団法人 MOA 自然農法文化事業団より紹介を受けた生産者会員（農家）を対象とする

ため、次の二方への説明を行い、同意を得る。 

・一般社団法人 MOA 自然農法文化事業団に対して 

前述の事前調査と一括で説明を行い、研究への協力（生産者会員の選抜および個人情報開示）の同意を

得る。具体的には、研究説明書ならびに同意書を提示し、協力に同意する場合には、同意書に署名をいた

だく。 

・一般社団法人 MOA 自然農法文化事業団より紹介を受けた生産者会員（農家）に対して 

文書によって説明を行い、調査への協力の同意を得る。調査説明書に調査の趣旨と倫理的配慮を記述し

提示する。協力に同意する場合には、同意書に署名をいただく。 

◎補足調査 

補足調査は一般社団法人 MOA 自然農法文化事業団の無作為抽出した生産者会員（農家）を対象とす

るため、次の二方への説明を行い、同意を得る。 

・一般社団法人 MOA 自然農法文化事業団に対して 

前述の事前調査と一括で説明を行い、研究への協力（全生産者会員の個人情報開示）の同意を得る。具

体的には、研究説明書ならびに同意書を提示し、協力に同意する場合には、同意書に署名をいただく。 

・一般社団法人 MOA 自然農法文化事業団の生産者会員（農家）に対して 

質問紙とともに郵送する調査説明書によって説明を行う。調査説明書に調査の趣旨と倫理的配慮を記

述し提示する。無記名自記式調査につき同意書への署名は不要とする。 

 

8. 個人情報の取り扱い  

個人情報への配慮 

本研究にかかわるすべての研究者は「ヘルシンキ宣言」ならびに「人を対象とする生命科学・医学系研

究に関する倫理指針」を遵守して実施する。研究実施にかかわる情報を取り扱う際は、研究独自の番号を
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付して管理し、研究対象者のプライバシーにかかわる情報保護に十分配慮する。研究の結果を公表する際

は、氏名、生年月日などの直ちに研究対象者を特定できる情報を含まないようにする。また、研究の目的

以外に研究で得られた研究対象者の情報を使用しない。 

 

匿名化の方法 

◎事前調査 

 無記名自記式ウェブ質問紙調査につきデータ取得時点から匿名化。 

◎主調査 

 対象者には研究用 ID を割り振り、氏名と ID との対応表を作成する。分析データからは氏名を削除す

る。研究期間を通じて対応ファイルはパスワードをかけ、漏洩しないように厳重に保管する。対応表を作

成する理由は、対象者の追跡によりデータ収集行うためである。 

◎補足調査 

 無記名自記式質問紙調査につきデータ取得時点から匿名化。 

 

9. 研究対象者に生じる負担並びに予測される利益・リスクと対策  

研究対象者に予測される利益 

 本研究で明らかにされる有機農業の熟達プロセスは、普及員において農家への助言の参考になり、農家

において熟達に向けた道しるべとなる。 

 

研究対象者に生じる負担と予測されるリスク 

 事前調査と補足調査は無記名自記式調査票による郵送調査であることから、調査データ流出、調査票回

答上の困惑感、の 2 点が考えられる。主調査は面接調査であることから 1 回につき 60 分程度を要し、対

象者は普段、就業や家事などを行っているため、その時間が負担になることが予想される。 

 

負担・リスクを最小化する対策 

事前調査と補足調査における調査データ流出については次の 10 で示す管理方法について徹底を行い、

リスク低減に努力する。調査票回答上の困惑感については、説明文書によって回答はあくまで自由意志に

よることを明記し、不明点等の質問がある場合は説明文書に連絡先を明記し公明性に努める。主調査では

事前に面接に要する時間を伝え、時間的及び体力的に余裕のある日時を選んでもらう。また、非面接者の

状況を見ながら、途中休憩をはさむことも考慮に入れる。 

 

10. 試料・情報（研究に用いられる情報に係る資料を含む。）の保管及び廃棄の方法  

本研究で収集した情報は、研究の中止または研究終了後 10 年が経過した日までの間、施錠可能場所で

保管し、研究者が責任を持って鍵を管理する。保管している情報を他の研究に用いる場合は、委員会にて

承認を得る。保管期間終了後は、個人情報の流出がないように十分配慮し、電子データは、コンピュータ

ー上から完全に除去し、紙媒体のデータはシュレッダー等にて完全に廃棄する。 
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11. 研究機関の長への報告内容及び方法  

研究責任者は研究機関の長の求めに応じ以下の報告を行う。 

① 研究の進捗状況 

② 研究の倫理的妥当性若しくは科学的合理性を損なう事実若しくは情報又は損なうおそれのある情

報であって研究の継続に影響を与えると考えられるものを得た場合 

③ 研究の実施の適正性若しくは研究結果の信頼を損なう事実若しくは情報又は損なうおそれのある

情報を得た場合 

④ 研究が終了(停止・中止)した場合 

⑤ 研究に関連する情報の漏えい等，研究対象者等の人権を尊重する観点又は研究の実施上の観点か

ら重大な懸念が生じた場合 

 

12. 研究の資金源と利益相反  

研究の資金源等 

 研究責任者の勤務先である公益財団法人農業・環境・健康研究所の研究費。 

 

研究者等の研究に係る利益相反 

特になし。 

 

13. 研究に関する情報公開（公表・登録を含む）の方法  

 研究対象者の求めに応じ、他の対象者の個人情報保護や研究の独創性の確保を前提としたうえで、研究

計画書および研究方法に関する情報について開示を行う。その旨を各研究説明書に示す。本研究は、放送

大学修士論文および学術誌への投稿論文として発表する予定である。そのほか、日本心理学会において発

表を行う予定である。 

 

14. 研究対象者等及びその関係者からの相談等への対応 

 各研究説明書の最後に問い合わせ先について明記を行い、相談等への対応を行うこととする。 

 

15. 次の各項目について該当の有無を回答してください（□にチェック） 

該当する場合は内容・対応を具体的に記載してください 

 

1) 緊急かつ明白な生命の危機が生じている状況での研究実施について、「人を対象とする生命科

学・医学系研究に関する倫理指針」の第 8 の 8 にある実施要件の全てを満たしていることにつ

いて判断する方法 



研究計画書 

 

8 

 

☑該当しない  ☐該当する⇒具体的方法： 

 

2) 研究対象者等に経済的負担又は謝礼がある場合には、その旨及びその内容 

☐該当しない  ☑該当する⇒具体的内容：3000 円の QUO カード 

 

3) 侵襲（軽微な侵襲を除く。）を伴う研究の場合には、重篤な有害事象が発生した際の対応 

☑該当しない  ☐該当する⇒具体的対応： 

 

4) 侵襲を伴う研究の場合には、当該研究によって生じた健康被害に対する補償の有無及びその内

容 

☑該当しない  ☐該当する⇒具体的内容： 

 

5) 通常の診療を超える医療行為を伴う研究の場合には、研究対象者への研究実施後における医療

の提供に関する対応対象者への研究実施後における医療の提供に関する対応 

☑該当しない  ☐該当する⇒具体的対応： 

 

6) 研究の実施に伴い、研究対象者の健康、子孫に受け継がれ得る遺伝的特徴等に関する重要な知見

が得られる可能性がある場合には、研究対象者に係る研究結果（偶発的所見を含む。）の取扱い 

☑該当しない  ☐該当する⇒具体的に： 

 

7) 研究に関する業務の一部を委託する場合には、当該業務内容及び委託先の監督方法 

☑該当しない  ☐該当する⇒具体的内容・方法： 

 

8) 研究対象者から取得された試料・情報について、研究対象者等から同意を受ける時点では特定さ

れない将来の研究のために用いられる可能性又は他の研究機関に提供する可能性がある場合に

は、その旨と同意を受ける時点において想定される内容 

☑該当しない  ☐該当する⇒具体的内容： 

 

9) 侵襲（軽微な侵襲を除く。）を伴う研究であって介入を行うものを実施する場合で、「人を対象と

する生命科学・医学系研究に関する倫理指針」の第 14 にあるモニタリング及び監査を実施する

場合には、その実施体制及び実施手順 

☑該当しない  ☐該当する⇒具体的内容： 

 

16．その他  
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以上 


